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 富山県ＳＤＧｓ宣言において宣言した取組みの実施状況について、下記の通り報告します。

１ 取組期間     令和 5年 4月 1日 ～ 令和 6年 3月 31日

２ 取組の実施状況

№

※宣言日(ウェブサイト掲載日）から３か月に満たない場合は、翌年度からの報告となります。

富山県SDGs宣言実施状況報告書

記

2

【目標】
廃棄物のリサイクル率向上、廃棄量の削減と、電気・水資源消費量の削減

【実施状況】
・廃棄物の分別を徹底することにより、混合廃棄物の廃棄量を対前年比約67％削減し、廃棄物の分別が進
捗されることにより,廃棄物のリサイクルは向上。
・エコアクション21認証企業として節電・節水に取り組んできたが、経済活動の復調に伴う労務長時間傾向
などにより前年度比2％の節電、2％の節水に留まった。
　今年度は、Nearly ZEB認証を取得した新社屋へ移転により、太陽光発電システム稼働等による省エネル
ギー化で電気使用量の削減を図る。

3

【目標】
社員が働きやすい職場環境づくり

【実施状況】
・社員の治療と仕事を両立支援を目指し、安心して長く働くことを目的に、業務災害保険を更新契約し補償
の改善を図った。ハイパーメディカルの導入により社員の安心に効果が顕れている。
・2023年度の有給休暇取得率は、「ＮＥＳ行動計画」の推進により83.7％（目標80％以上）を記録。
・環境保全を目的としたペーパーレス化と効率的な業務運営の一環として、届出・申請等の電子化を推進。
現場と拠点間における申請の迅速化、コメント欄活用によるコミュニケーションアップ、加えて、保存書類の
削減等により、社員の働きやすい環境づくりを推進。

SDGsの達成に向けた目標と取組の実施状況

1

【目標】
再生可能エネルギーによる環境保護と二酸化炭素排出量削減の両立

【実施状況】
・昨年度富山県内砺波地内の安川発電所1基を受注し、2026年5月稼働を計画。年間総発電量約250万
kWh、約2,280tのCO ₂削減を見込む。加えて岐阜県の日出雲（ひいづも）発電所１基を受注。2025年7月稼働
に向け推進、年間総発電量約210万kWh、約1,950tのCO ₂削減を見込む。
・2024年5月竣工の新本社ビルはZEBビルとして、BELS評価書（建築物省エネルギー性能表示制度）交付。
電力契約は再エネ電気「かがやきGreen」を採用。富山県朝日町の相ノ又谷水力発電所で発電した電力の
４％を調達するスキームを構築し、カーボンニュートラル本社屋を標榜する。


